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有隣学区自主防災会が平成24年度
京都府知事消防表彰受章！

　

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
ア
レ
ル
ギ
ー
の

方
に
と
っ
て
２
月
か
ら
５
月
の
連

休
ま
で
が
１
年
の
中
で
最
も
つ
ら

い
季
節
で
す
。

　

３
月
い
っ
ぱ
い
は
ス
ギ
、 

次
に

ヒ
ノ
キ
が
続
き
ま
す
。
今
年
の
京

都
市
で
の
花
粉
飛
散
は
２
月
15
日

頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
、
く
し

ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
な
み

だ
目
、
頭
が
ボ
ー
ッ
と
す
る
な
ど

の
症
状
に
悩
み
ま
す
。               

　

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
飛
散
は
山
間

部
で
は
モ
ク
モ
ク
と
山
火
事
の
煙

の
よ
う
に
、
ま
た
大
原
の
里
で
は

愛
車
に
黄
色
（
ス
ギ
）
や
緑
色
（
ヒ

ノ
キ
）
の
季
節
外
れ
の
積
雪
の
よ

う
な
超
大
量
飛
散
が
目
撃
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
普
通
花
粉

の
粒
子
は
目
に
見
え
な
い
の
で
対

策
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

こ
こ
で
花
粉
の
色
が
赤
と
仮
定

し
ま
す
。
衣
服
・
身
体
に
赤
く
付

着
す
る
様
子
が
ハ
ッ
キ
リ
見
え
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
は
マ
ス
ク
、
ゴ

ー
グ
ル
、
帽
子
、
コ
ー
ト
、
マ
フ

ラ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
中
に
は
宇
宙

服
ま
が
い
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
必

死
に
防
ぐ
は
ず
で
す
。
外
出
か
ら

帰
宅
す
れ
ば
手
洗
い
、
う
が
い
、

洗
顔
、
洗
髪
、
時
に
は
シ
ャ
ワ
ー

と
生
活
は
忙
し
く
な
り
ま
す
。
衣

類
な
ど
に
つ
い
た
花
粉
を
懸
命
に

払
う
は
ず
で
す
。
こ
の
時
期
お
布

団
を
干
す
人
は
い
な
く
な
り
ま
す

ね
。
見
え
な
い
花
粉
を
見
え
た
と

し
て
花
粉
症
対
策
を
見
直
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

 
 

花
粉
症
は
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

あ
る
い
は
結
膜
炎
が
正
式
名
称
で

す
。
花
粉
の
刺
激
で
ア
レ
ル
ギ
ー

性
炎
症
が
盛
ん
に
お
こ
り
ま
す
。

炎
症
と
は
火
が
二
つ
の
熱
い
症
状

で
す
。
火
の
粉
を
あ
げ
て
燃
え
さ

か
る
鞍
馬
の
火
祭
り
を
想
像
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
た
い
ま
つ
に
近

づ
き
す
ぎ
れ
ば
火
の
粉
を
も
ろ
に

浴
び
て
ヤ
ケ
ド
し
た
り
衣
類
が
焦

げ
た
り
し
ま
す
ね
。
花
粉
症
の
早

期
治
療
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
前
も

っ
て
身
体
と
衣
類
を
十
分
、
常
に

濡
ら
し
て
お
く
と
い
う
準
備
に
相

当
し
ま
す
、
多
少
、
燃
え
さ
か
る

た
い
ま
つ
の
火
の
粉
（
火
粉
カ
フ
ン

と
は
言
い
ま
せ
ん
が
・
・
・
）
を

浴
び
て
も
、
大
丈
夫
な
状
況
が
作

ら
れ
ま
す
。
花
粉
が
飛
ぶ
ひ
と
月

く
ら
い
前
か
ら
準
備
す
る
の
が
よ

り
効
果
的
で
し
ょ
う
。

下
京
東
部
医
師
会　

大
川
正
直

（
四
条
高
倉
大
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

スギ・ヒノキ花粉と
上手につきあうには

京都環境賞

皆さん応援してます！
 七条大宮のキッチンNagomi（なごみ）は、東日本大震災に

より住み慣れたまちを離れて京都に住むことになった方々が

一緒に働くお店です。

　お店の方は、「交流会を開いたり、京都の皆さんと被災地

の皆さんを物、味、心で結び、東日本大震災後の『新しい日

常』を作っていくお手伝いをしています。被災地では、建物

の復旧が進められている所もありますが、まだ十分ではなく、

心の整理がついていない人もいます。京都が復興を応援し続

けていることの小さなシンボルとしてこのお店を続けていき

たいと思います。」と話してくれました。

　お話を聞いて、一番心に残ったことは、出

かけるとき、家族に笑顔で「いってきます」

と言うことなど、毎日を大切に過ごすという

ことです。

　大震災の記憶がどんど

ん風化していくのは残念

だと思いました。だから、

僕たちはこれからも大震

災のことを忘れずに、毎

日をしっかりと意味のあ

る一日にしていきたいと

思います。

　就園前の子育てで、お困りごと

はありませんか。子育て中の方を

応援し、社会の宝である子どもを

地域全体で見守るため、主任児童

委員等が子ども支援センターや保

健センター等と協力して、ご家庭

を訪問し、悩みを伺ったり皆様か

らのご相談に応じます。

　右記の方法で事前登録が必要

です。ぜひご活用ください。

　最初は緊張しました。
ちびっこ広場の地図を作
ったり、区民しんぶんの
取材をして記事を作るな
ど、大変な仕事もありま
したが、この体験を通し
て、将来は公務員として
働きたいと思うようにな
りました。（早川さん）

　

３
月
４
日
、
「
京
都
市
市
民
憲
章
推
進
者
表
彰　

区
長
表
彰
式
」
が
下
京
区
役
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
環
境
保
全
活
動
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
美
化
活
動
等
、
平
成
24
年
の
推
進

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
活
動
を
永
年
継
続
さ
れ
て
い
る
17
名
２
団
体
の
皆
様
に
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
か
ら
は
、
「
こ
れ
を
機
に
、
一
層
地
域
で
の
活
動
を
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

～
個
人
～

山や
ま

本も
と　

智ち

惠え

子こ
（
格
致
）

林は
や
し

　

豊と
よ

次じ
（
成
徳
）

山や
ま

本も
と　

美み

智ち

子こ
（
豊
園
）

木き

村む
ら　

則の
り

子こ
（
開
智
）

髙た
か

田だ　

敏と
し

男お
（
淳
風
）

田た

中な
か　

佐さ

智ち

子こ
（
醒
泉
）

飛と
び　

信の
ぶ

明あ
き（

醒
泉
）

森も
り　

俊と
し

夫お
（
醒
泉
）

村む
ら

上か
み　

昭て
る

男お
（
有
隣
）

村む
ら

上か
み　

敏と
し

夫お
（
植
柳
）

安あ
だ
ち達　

静し
ず

枝え
（
稚
松
）

川か
わ

尻じ
り　

憲け
ん

次じ
（
稚
松
）

岩い
わ

渕ぶ
ち　

慶け
い

子こ
（
菊
浜
）

金こ
ん

剛ご
う　

勢せ

津つ

子こ
（
皆
山
）

三み
輪わ　

慶け
い

子こ
（
皆
山
）

吉よ
し

田だ　

工
た
く
み（

崇
仁
）

村む
ら

山や
ま　

雅ま
さ

子こ
（
西
大
路
）

平成 24 年の推進テーマ
はばたけ未来へ！
あらゆる京都の力を合わせて
～「京都に住んでいてよかった」と感じる
� 魅力あふれるまちづくり～

京
都
市
市
民
憲
章
推
進
者
表
彰
区
長
表
彰

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

　

下
京
区
の
各
方
面
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
々
に
仕
事
や
下
京
へ
の

想
い
な
ど
を
伺
う
連
載
で
す
。

　

今
回
は
、
平
成
28
年
春
、
梅
小

路
エ
リ
ア
に
日
本
の
産
業
を
け
ん

引
し
て
き
た
蒸
気
機
関
車
（
Ｓ
Ｌ
）

の
動
態
展
示
を
は
じ
め
と
す
る
日

本
最
大
級
の
鉄
道
博
物
館
を
開
業

さ
れ
る
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
京
都
支
社
長
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

藏く

ら

原は

ら

潮う
し
お

さ
ん
（
京
都
支
社
長
）

Ｑ�

一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

Ａ�

多
く
の
皆
様
に
鉄
道
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
駅
や
ホ
ー
ム
の
状
況
は
、
曜
日

や
季
節
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
日
々
の
変
化
を
自
分
の
目
で
確
認
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
朝
７

時
30
分
頃
か
ら
１
時
間
程
度
、
在
来
線
の
電

車
の
先
頭
車
両
に
添
乗
す
る
こ
と
か
ら
一
日
の

仕
事
を
始
め
ま
す
。
そ
の
後
は
、
社
内
で
前

日
の
出
来
事
や
お
客
様
の
声
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
、
安
全
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
生
か
す

た
め
の
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
り
、
駅

な
ど
現
場
に
行
っ
て
、
社
員
と
話
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
な
ど
に
関
す
る
外

部
の
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
も
多
く
、
帰
宅

は
い
つ
も
遅
く
な
り
ま
す
ね
。

Ｑ�

仕
事
や
日
々
の
生
活
の
中
で
心
掛
け
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ�

鉄
道
会
社
の
基
本
で
あ
る
安
全
に
お
客
様
を

目
的
地
ま
で
お
送
り
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

繰
り
返
し
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
快
適

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
何
事

も
「
現
場
起
点
」
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り

第
一
線
で
働
く
社
員
と
向
き
合
い
、
そ
の
生

の
声
を
仕
事
に
生
か
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ�

開
業
予
定
の
鉄
道
博
物
館
の
魅
力
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ�

見
て
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
物
流
・
移
動
手

段
の
根
幹
で
あ
る
鉄
道
の
魅
力
を
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
体
感
し
て
い
た
だ
け
る
日
本
最

大
級
の
鉄
道
博
物
館
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
Ｓ
Ｌ
の
動
態
展
示
や
体
験
乗

車
を
は
じ
め
、
時
代
を
彩
っ
た
貴
重
な
Ｓ
Ｌ

か
ら
現
役
の
営
業
車
両
や
新
幹
線
ま
で
の
多

様
な
車
両
を
一
同
に
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、

日
々
実
際
に
様
々
な
職
場
で
働
い
て
い
る
社

員
が
、
そ
の
業
務
や
鉄
道
の
魅
力
に
つ
い
て

直
接
お
客
様
に
ご
説
明
し
、
ご
質
問
に
お
答

え
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
よ
り
深

く
鉄
道
を
知
り
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
工

夫
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ�

西
部
エ
リ
ア
の
活
性
化
を
は
じ
め
と
し
た
下

京
へ
の
想
い
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ�

京
都
駅
や
駅
ビ
ル
、
京
都
タ
ワ
ー
の
あ
る
下

京
区
は
、
多
く
の
人
々
を
迎
え
る
京
都
の
玄

　２月10日に京都府知事消防表彰式が行わ

れ、自主防災活動の部において有隣学区自

主防災会が自主防災活動表彰を受章されま

した。

　なお、下京区では、平成15年度の七条学

区に続いて２回目の受章となります。

　会を代表して表彰を受けられた大田垣義

夫会長は、「大きな章をいただいて大変光

栄に思っています。これもひとえに、一人暮らしの方を見守る「赤いバラ

運動」や災害時に自身の情報を示す「いのちのカプセル運動」、そして避難

所運営訓練といった安心安全の取り組みを地道に続けて来られた歴代会長

をはじめ、多くの有隣学区の皆様の努力の結果であると痛感しております。

今後とも、こういった活動を続けて安心して暮らせる地域を目指してまい

りたいと思っています。」と今後の抱負と喜びを話してくださいました。

受章された大田垣会長（左）と
山田京都府知事（右）

１　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特
に
、
自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

２　

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

日
時　

４
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時
～　
　
　

場
所　

京
都
駅
前
広
場
（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
前
）

内
容　

セ
レ
モ
ニ
ー
及
び
啓
発
物
品
配
布

平
成
25
年
度「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
４
月
６
日（
土
）～
15
日（
月
）

「
思
い
や
る　

心
で
走
ろ
う　

京
の
春
」　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

平
成
25
年
度「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」街
頭
啓
発

　

各
学
区
の
交
通
対
策
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。

京都環境賞表彰式（京都ビオトープ研究会いのちの森モニタリンググループ森本京大名
誉教授（前列右から5番目）、田端先生（後列右から3番目））

～まちなかの自然の再生を
　目指して（梅小路公園）～

“下京赤ちゃんネット”
～地域ぐるみで子育てを支援！～

関
口
で
あ
り
観
光
の
起
点
で
す
。
ま
た
、
京

都
駅
前
広
場
は
、
人
々
の
交
流
の
場
で
も
あ

り
ま
す
。
昨
年
行
わ
れ
た
「
下
京
・
京
都
駅

前
夏
祭
り
」
に
は
沢
山
の
方
々
に
来
て
い
た

だ
き
、
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。
普
段
か
ら
、

多
く
の
外
国
人
の
方
や
観
光
客
の
皆
さ
ん
が

駅
を
行
き
交
う
姿
を
見
て
、
鉄
道
事
業
に
携

わ
る
者
と
し
て
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
下
京
の
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
、
お

寺
や
神
社
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
昔
な
が
ら
の

商
店
街
な
ど
様
々
な
資
源
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
ま
す
。
下
京
は
、
古
い
も
の
と
新

し
い
も
の
が
う
ま
く
融
合
し
た
魅
力
あ
る
ま

ち
で
あ
り
、
歩
い
て
こ
そ
そ
の
良
さ
を
十
分

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
、「
歩
く
観
光
」
に

最
も
適
し
た
ま
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ�

最
後
に
、
区
民
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

Ａ�

今
、
京
都
の
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
梅
小
路
公
園
を
は
じ
め
と
し
た

西
部
エ
リ
ア
に
、
新
た
な
鉄
道
博
物
館
を
開

館
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

�

お
子
様
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
ま
で
、
世
代
を
越
え
て
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
エ
リ
ア
づ
く
り
に

貢

献

で

き

れ

ば

と

考

え

て

い

ま

す

の

で
、

是

非

新

た

な

鉄

道

博

物

館

に

ご

来

館

く

だ

さ
い
。

「
生
き
方
探
究
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
験
」
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
！

　

京
都
市
で
は
、
中
学
生
が
働
く
楽
し

さ
を
知
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
責

任
を
学
ぶ
こ
と
で
将
来
の
進
路
を
自
ら

し
っ
か
り
と
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
職

場
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
な
ど
の

社
会
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

下
京
区
役
所
で
は
、
１
月
22
日
か

ら
1
月
24
日
の
３
日
間
、
松
原
中
学

校
（
中
京
区
）
２
年
生
の
早は

や

川か
わ

雅ま
さ

也や

さ

ん
と
中な

か

村む
ら

悠ゆ
う

さ
ん
が
職
場
体
験
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
下
京
区
内
の
下
京
中
学
校
、

七
条
中
学
校
、
洛
友
中
学
校
に
お
い
て

も
、
幼
稚
園
や
保
育
所
、
福
祉
施
設

等
で
職
場
体
験
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

２
人
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

〈
１
日
目
〉

・
自
己
紹
介
、
区
役
所
探
訪

・�

４
か
月
児
健
診
案
内 

（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）

・�

各
種
証
明
書
作
成
補
助 

（
市
民
窓
口
課
）

〈
２
日
目
〉

・�

下
京
区
内
の
ち
び
っ
こ
広
場
の 

安
全
点
検
、
報
告
書
作
成

・�

３
歳
児
健
診
お
手
伝
い 

（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）

〈
３
日
目
〉

・�

市
民
し
ん
ぶ
ん
下
京
区
版
取
材
、

記
事
（
下
記
「
皆
さ
ん
応
援
し

て
ま
す
�
」）
作
成
（
地
域
力
推

進
室
）

　これまで、区役所は書類を
パソコンにまとめたり、デー
タをもとに書類をつくる仕事
だけをしていると思っていま
したが、いろいろな仕事があ
ることを知りました。
　僕は、この体験学習でき
ちんとした言葉遣いや態度、
あいさつをすることが社会
では大切だということを学
びました。このことは、こ
れからの生活でもしっかり
と心がけていきたいと思い
ます。（中村さん）

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有
者（所有権保留の場合は使用者）に課税さ
れます。譲渡、廃棄、盗難などにより、原
動機付自転車や軽自動車等を所有されてい
ない場合は、４月１日（月）までに必ず申
告先に廃車及び異動の申告をしてください。
　期日までに申告がない場合は、平成 25

年度以降も軽自動車税が課税されますの
でご注意ください。
　なお、軽自動車や125㏄超のバイクを転出
や譲渡により他府県ナンバーに変更すると
きは、転出（譲渡）先の運輸支局などでの手
続きとなります。その際には、本市への「税
の廃車申告」も忘れずに行ってください。

原動機付自転車（125cc 以下のバイク及びミニカー）
及び小型特殊自動車（フォークリフトなど）

市民税課軽自動車税担当（☎ 371-7171）
又は納税推進課（☎ 213-5467）

３輪・４輪軽自動車 軽自動車検査協会京都事務所（☎ 671-0928）

125㏄超 250㏄以下のバイク 廃　車 京都府軽自動車協会（☎ 691-6516）
廃車以外 京都運輸支局（☎ 050-5540-2061）

250㏄超のバイク 京都運輸支局（☎ 050-5540-2061）

問
合
せ
先
・
申
告

　生後91日以上の飼い犬には、狂犬病予防

法により年１回の狂犬病予防注射と生涯１回

の登録が義務付けられています。平成25年

度は、次の日程で登録と予防注射を行いま

す。会場へは、犬に引き綱をつけてお越しく

ださい。

費用　�注射のみ：3,300円、

　　　注射と登録料6,900円

※�狂犬病予防注射は動物病院でも受けること

ができます。お近くの動物病院にお問い合

わせください。

問　衛生課（☎ 371-7298）

平成25年度
狂犬病予防集合注射のお知らせ

原動機付自転車・軽自動車等の廃車申告はお早めに

 日 時　　間 会　　場

４月
２日（火）

午後２時～２時45分 下京中学校成徳学舎
（元成徳中学校）

午後３時15分～４時 洛央小学校
３日（水） 午後２時～２時45分 西大路小学校

午後３時15分～４時 七条第三小学校

４日（木） 午後２時～２時45分 洛友中学校
（元郁文中学校）

午後3時15分～4時 醒泉小学校

５日（金）
午後１時30分～
２時30分 七条小学校
午後３時～４時 梅小路小学校

8日（月） 午後２時～２時45分 元有隣小学校
午後３時15分～４時 元植柳小学校

９日（火） 午後２時～２時45分 光徳小学校
午後３時15分～４時 淳風小学校

10日（水）
午後２時～２時45分 元崇仁小学校
午後３時15分～４時 ※稚松児童公園

（元六条院小学校北隣）
14日（日） 午後２時～３時30分 下京保健センター
� ※昨年と会場を変更しています。

　

京
都
環
境
賞
は
、
環
境
保
全
を
目
的
と

し
た
市
民
や
事
業
者
の
自
主
的
な
活
動
の

う
ち
、
今
後
の
モ
デ
ル
と
な
る
先
進
的
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
方
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
で
第
10
回
目
の
京
都
環
境
賞
に
、

梅
小
路
公
園
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
京
都

ビ
オ
ト
ー
プ
研
究
会
い
の
ち
の
森
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。　

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
梅
小
路
公
園
の
い
の

ち
の
森
で
市
民
と
有
識
者
が
協
力
し
て
16

年
間
に
わ
た
っ
て
、
生
物
の
観
察
を
実
施

し
、
本
市
に
管
理
方
法
の
助
言
や
提
言
を

行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
観

察
会
を
通
し
、
自
然
の
大
切
さ
を
広
く
伝

え
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
て

い
る
近
畿
大
学
の
田
端
先
生
は
、
芽
生
え

た
樹
木
に
番
号
を
つ
け
た
り
、
天
候
が
悪

い
日
も
観
察
を
行
う
な
ど
大
変
地
道
な
活

動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。「
残
さ
れ
た

自
然
を
保
護
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
再
生

を
助
け
て
、
都
市
に
住
む
子
ど
も
た
ち
に

自
然
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
か

つ
て
鉄
道
の
貨
物
駅
だ
っ
た
梅
小
路
公
園

で
、
今
で
は
、
カ
ワ
セ
ミ
の
親
子
や
希
少

な
植
物
を
見
か
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

自
然
の
力
を
信
じ
て
手
を
か
け
す
ぎ
ず
手

助
け
を
す
る
と
い
う
地
道
な
活
動
で
す

が
、
自
然
観
察
会
に
何
度
も
来
ら
れ
る
方

に
お
会
い
で
き
る
こ
と
で
励
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

自
然
観
察
会
な
ど
、
ま
ち
な
か
の
自
然

に
触
れ
ら
れ
る
梅
小
路
公
園
へ
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

自然観察会
完成予想図

～
団
体
～

学が
っ

校こ
う

法ほ
う

人じ
ん

常と
き
わ
が
く
え
ん

葉
学
園
と
き
わ
幼よ
う
ち
え
ん

稚
園
（
皆
山
）

医い
り
ょ
う
ほ
う
じ
ん

療
法
人
社し
ゃ
だ
ん団

恵け
い
し
ん
か
い

心
会
京き
ょ
う
と都

武た
け

田だ

病び
ょ
う
い
ん

院
（
西
大
路
）

登録方法
①電話：�下京子ども支援センター�  

（☎371-7219）

②�インターネット：下京子ども支援

センターのページ内のメールフォ

ームから

問　�下京子ども支援センター�  

（☎371-7219）

けすぞう君からのお知らせ 急性アルコール中毒に
ならないために

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
花

見
や
歓
送
迎
会
な
ど
で
、

お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え

る
季
節
で
す
。
し
か
し
、

お
酒
の
飲
み
方
に
よ
っ
て
は
、
急
性
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
と
き
に
は
死
に
至
る

事
故
も
発
生
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
飲
酒
に
よ
る
事
故
を
な

く
す
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ
で
す
。

Ｑ�

１　

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
っ
て

　

な
に
？

Ａ�

１　

短
時
間
に
大
量
に
飲
酒
（
エ

タ
ノ
ー
ル
摂
取
）
す
る
こ
と
に
よ

り
、
通
常
の
酔
っ
た
状
態
を
超
え

て
、
運
動
失
調
や
意
識
障
害
、
更

に
は
昏
睡
、
呼
吸
抑
制
、
血
圧
低

下
と
い
っ
た
症
状
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ�

2　

そ
ん
な
に
怖
い
症
状
な
の
？

Ａ�

2　

重
症
の
場
合
に
は
死
に
至
る

こ
と
も
あ
り
、
決
し
て
軽
視
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
嘔
吐
に
よ
る
窒

息
や
転
倒
が
原
因
で
死
に
至
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ�

3　

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
気
付

い
た
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ�

3　

呼
掛
け
に
応
じ
る
の
で
あ
れ

ば
、
嘔
吐
に
よ
る
窒
息
に
注
意
し

て
、
頭
と
体
を
横
に
向
け
そ
の
ま

ま
寝
か
せ
て
様
子
を
み
ま
す
。
た

だ
し
、
体
温
が
下
が
ら
な
い
よ
う

に
布
団
や
毛
布
を
掛
け
て
部
屋
の

温
度
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

呼
掛
け
に
は
っ
き
り
応
じ
な
い
と

き
、
だ
ん
だ
ん
反
応
が
悪
く
な
っ

て
い
く
場
合
に
は
、
救
急
病
院
に

搬
送
し
ま
す
。
周
囲
の
人
は
、

酔
っ
た
人
に
付
き
添
い
、
一
人
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を
防
ぐ

　

ポ
イ
ン
ト
！

1�

自
分
の
適
量
を
知
り
、
そ
の
日
の

体
調
に
注
意
す
る
。 

2�

短
時
間
に
大
量
の
飲
酒
（
一
気
飲

み
）
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

3
飲
酒
の
強
要
を
し
な
い
。  

　

「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
言
い
ま
す
が
、

飲
み
方
次
第
で
と
て
も
危
険
な
も
の

に
な
り
ま
す
。　

大
量
飲
酒
の
危
険

性
を
理
解
し
、
急
性

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を

防

ぐ

ポ

イ

ン

ト

を

し
っ
か
り
と
押
さ
え
、

健
康
的
に
飲
酒
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

問　

下
京
消
防
署

（
☎
361
・
４
４
１
１
）

先
月
の
「
下
京
の
ひ
び
き
」
１
面
に
掲
載
し
た
「
下
京
魅
力
探
訪
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
の
「
特
別
公
開　

本
願
寺
伝
道
院
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

下
記
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

誤
：　

伊
藤
忠
太　

→　

正
：　

伊
東
忠
太

〈�お詫びと訂正
について〉

３　

飲
酒
運
転
の
根
絶

４　

悪
質
・
危
険
運
転
の
追
放

町衆コラボde クッキング
　下京・町衆倶楽部の「食の歳時記チー

ム」が、「京の食文化ミュージアム・あじ

わい館」でクッキング教室を開催します。

　下京・町衆倶楽部の「下京区役所の屋

上から何かを始めようProject」が屋上で

育てた大根など季節の野菜を楽しく調理

し、会話を楽しみながら味わいましょう！

日時　３月28日（木）午後７時～９時

場所　�京の食文化ミュージアム・あじわ

い館（JR丹波口駅より徒歩３分。五

条新千本通を南へ）

会費　600円（材料費、保険料）

持ち物　エプロン・タオル・筆記用具

締切　３月21日（木）

※　中学生以下は保護者同伴

※　同伴者も調理をする場合は会費が必要

問　地域力推進室企画担当（☎371-7164）

下京・町衆倶楽部

下京子ども支援センター


